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私
た
ち
の
町
に
、
二
つ
目
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

そ
の
名
前
は
「
石
川
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
生
園
」
で
す
。

　

ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

　

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
生
園

の
開
所
式
が
４
月
３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
園
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
に
併

設
し
て
建
て
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部
鉄
骨
平
屋
建
て
３
４
６
�
の
施
設
で

す
。

　

日
常
動
作
訓
練
室
、
車
い
す
の
ま
ま
入

浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
な
ど
が
あ
り
、
木
を

生
か
し
た
内
装
と
天
窓
を
用
い
た
明
る
い

雰
囲
気
が
特
徴
で
す
。

　

４
月　

日
か
ら
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い

１０

ま
す
。
専
用
バ
ス
で
の
送
迎
を
行
い
、
１

日
に　

人
ほ
ど
の
利
用
が
あ
り
、
利
用
者

１５

の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

車
い
す
の
ま
ま
入
浴
で
き
る
特

殊
浴
槽
な
ど
が
あ
り
ま
す

▲手をとりあって、行ってきま～す

▲石川町では２つ目となるディサービスセンター長生園が開所
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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ン
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長
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●
施
設
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見
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皆
さ
ん
と
歌
を
う
た
っ
た
り
、
む

か
し
話
を
し
た
り
、
と
て
も
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
皆
さ
ん
も
親
切
で
安
心

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
の

方
々
が
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し

く
生
き
い
き
と
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
介

護
に
心
が
け
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
利
用
さ
れ
る
方
々
、

家
族
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
、

安
心
し
て
利
用
で
き
、
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
れ
た
ら
と
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＡNNＯＵNCＥMＥNT-ＩSHＩKＡWＡ�

　

介
護
保
険
制
度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
、
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
支
援
以

上
に
認
定
さ
れ
た
方
々
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
入
浴
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
、
ゆ
っ
く
り
と
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
利
用
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●午後２時３０分

　皆さんの入浴も終わり、おやつを食べながら、サービスの
提供内容が説明されたり、１日の感想をお聴きします。

●午後２時５５分

　帰宅の準備。お別れが寂しい。１日どうも
ありがとう。また元気に会いましょう。

◯� 

▲ゆっくりと入浴

●
看
護
婦

　

矢
内　

千
歳
さ
ん

●
介
護
士

　

向
井　

洋
子
さ
ん

●
介
護
士
兼
運
転
手

　

生
田
目
安
紀
さ
ん

●
介
護
士

　

三
森　

千
恵
さ
ん

▲車いすの方でも安全に送迎

◯�
◯�

◯�

●午前１０時３０分

　利用者全員の体温、血圧を
測定します。皆さんの健康状
態をチェックします。

●午前１０時１５分

　ようこそ、デイサービスセ
ンター長生園へ。元気よく、
みんなで自己紹介。今日一日
よろしくお願います。

●午前１０時

　デイサービスセンター長生
園に到着。充実した設備で、
一人ひとりを親切に迎え入れ
ます。

◯�◯�

歌をうたって楽しく
母畑字湯前
鈴木　ハルさん

はじめまして　ディサービス
センター長生園です

生活相談員　三瓶　礼子さん
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平
成　

年
度
行
政
区
長
決
ま
る
！

１２
和　
　

久
有松　洋一
字和久６４―３

馬　

場　

町
安藤　敬男
字立ヶ岡２０８―１

新　

屋　

敷
遠藤　勝義
字新屋敷１９―１

古　
　

町

北　
　

町
芳賀　　浩
字下泉１５１

小林　佐吉
字北町５９

新　
　

田
古河　　健
字轡取４

当　
　

町

新　
　

町
吉田　司郎
字当町９５―７

矢内　芳夫
字新町４４―１

下　

沢　

井
吉田　友二
沢井字根宿２１１―６

松　

木　

下

三　
　

芦
首藤　昌弘
字松木下１０２

荒明　健二
字鹿 ﾉ坂８９

上　

沢　

井
吉田　利昭
沢井字深谷１４７―２

猫　
　

啼

南　
　

町
星　　廣信
字松木下１９―２

大平　善道
字南町７２

大　
　

池
清野　　宏
沢井字十三塚３４―１２

王　

子　

平

荒　
　

町
泉　　重男
字梁瀬２５７

酒井　信夫
字下泉２３１

　

平
成　

年
度
、
行
政
区
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月　

日
に
行
わ
れ
ま

１２

１７

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間　

名
の
行
政
区
長
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
と
町
の
パ

４１

イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
ま
た
同
日
に
は
、
区
長
会
総
会
も
併
せ
て

開
か
れ
、
区
長
会
の
役
員
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長
▼
安
藤
敬
男

副
会
長
▼
荒
明
健
二
、
鈴
木
広
、
中
野
荘
一
、
吉
田
武
雄
、
藤
井
義
隆
、

　
　
　
　

遠
藤
利
次

監　

事
▼
有
松
洋
一
、
須
藤
栄
、
小
湊
義
勝
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上　

母　

畑
木戸　正明
母畑字天升作５８

形　
　

見

山　
　

形
塩田　幸男
形見字大工内２５

酒井　光巳
山形字松森１８４

湯　

郷　

渡
添田　健次

湯郷渡字米子平２０７

谷　
　

沢

板　
　

橋
吉田　武雄
谷沢字寺坂１０７

須藤　　栄
板橋字道ヶ作２３

北　
　

山
塩田　利正
北山字関場２１―３

坂　
　

路

南　

山　

形
根本　令宣
坂路字西田 ﾉ内１

中野　荘一
南山形字中屋敷４４

中　
　

野
近内　光和
中野字水無２―１

谷　
　

地

北　

山　

形
小湊　義勝
谷地字竹 ﾉ花２６

添田　久一
北山形字萓手作１０

曲　
　

木
松山　重一
曲木字新屋敷９

中　
　

田

本　
　

宮
矢吹　孝司
中田字上矢造１２

飛田　　豊
双里字本宮５３―１

塩　
　

沢
遠藤　利次
塩沢字割田作３４―２６

母
畑
第
一

双　
　

里
藤井　義隆
母畑字樋田３５―１

水野　輝夫
双里字神主２

竹　
　

柄
鈴木　　広
沢井字清水窪１３

古　
　

内
藤沢　正男
沢井字三斗蒔１１０―４

中　
　

央
小林　節男
沢井字西 ﾉ作８９

赤　
　

羽
瀬谷　慶一
赤羽字新宿７４

新　

屋　

敷
郷　　多次
新屋敷字村山９

鳥　
　

内
野内　静雄
新屋敷字鳥内６
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何
の
問
題
も
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
た
子
ど
も
が
、
突
然
、

凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
に
走
る
―
―
そ
ん
な
事
件
が
急
増
し
て

い
ま
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
心
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
、

と
ま
ど
い
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
の
問
題
に
逃
げ

な
い
で
、
も
っ
と
子
ど
も
を
見
つ
め
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
非

行
に
か
か
わ
る
、
深
刻
な
ニ
ュ
ー
ス
が

目
立
ち
ま
す
。

　

強
盗
や
強
姦
、
殺
人
、
教
師
や
弱
者

へ
の
暴
力
、
援
助
交
際
と
呼
ば
れ
る
売

春
、
覚
せ
い
剤
の
乱
用
…
…
。
ま
だ
中

学
生
か
高
校
生
ぐ
ら
い
の
年
代
の
子
ど

凶
悪
・
粗
暴
な
非
行
が

急
増
し
て
い
る

　

福
島
県
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・

再
生
利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
県

内
の
小
売
店
を
「
ゴ
ミ
減
量
化
協
力

店
」
と
し
て
認
定
し
、
そ
の
利
用
を

通
じ
て
、
県
民
に
支
持
さ
れ
る
環
境

に
優
し
い
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
生
利

用
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
の
基
準
は
、
包
装
材
、
袋
等

の
簡
素
化
な
ど
の
簡
易
包
装
の
推
進

（
適
正
な
包
装
の
推
進
）
の
実
施
を

必
須
と
し
て
、
①
空
き
缶
、
空
き
び

ん
、
ト
レ
ー
等
の
回
収
に
よ
る
資
源

化
（
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
推
進
）
②
再

生
品
を
使
用
し
た
エ
コ
マ
ー
ク
商
品

等
の
利
用
促
進
（
再
生
品
の
利
用
促

進
）
③
そ
の
他
ゴ
ミ
減
量
化
・
再
生

利
用
の
推
進
に
寄
与
す
る
取
組
み

（
そ
の
他
創
意
工
夫
に
よ
る
推
進
）

か
ら
一
つ
以
上
組
み
合
わ
せ
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

石
川
町
内
で
も
、
平
成　

年
４
月

１２

１
日
現
在
、　

店
舗
が
認
定
を
受
け
、

５０

簡
易
包
装
の
推
進
や
広
告
等
に
再
生

紙
を
利
用
す
る
な
ど
、
積
極
的
ゴ
ミ

減
量
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
ゴ
ミ
減
量
化
協
力
店
」
に
は
、

利
用
者
の
目
に
つ
き
や
す
い
所
に
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
の
際
は
マ
イ
バ
ッ
ク

を
持
参
す
る
な
ど
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ゴ
ミ
減
量
化
協
力
店
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

愛
称
は「
う
つ
く
し
ま
・
エ
コ
・
シ
ョ
ッ
プ
」で
す

　
１３

少
年
非
行
の

現
状

も
が
、
ま
る
で
大
人
の
よ
う
な
犯
罪
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も
信

じ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
こ
う
し
た
犯

罪
に
か
か
わ
り
、
刑
法
犯
で
検
挙
さ
れ

る　

〜　

歳
の
子
ど
も
（
＝
少
年
）
の

１４

１９

数
は
、
平
成
８
年
以
降
急
激
に
増
え
て

い
る
の
で
す
。
少
子
化
の
影
響
で
、
少

年
全
体
の
数
が
大
幅
に
減
っ
て
き
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。
人
口
比
で

み
る
と
、
平
成　

年
に
は
、
少
年
の
１
、

１０

０
０
０
人
に
約　

人
が
刑
法
犯
で
検
挙

１７

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
昭
和　

年
以
降
、

６１

最
悪
の
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

凶
悪
犯
罪
も
深
刻
で
す
。
と
く
に
懸

念
さ
れ
る
の
は
、
凶
悪
・
粗
暴
な
非
行

の
増
加
で
す
。
殺
人
・
放
火
・
強
盗
・

強
姦
な
ど
の
凶
悪
犯
に
よ
る
少
年
の
検

挙
は
、
平
成
９
年
に
は
昭
和　

年
以
降

５０

の
最
悪
を
記
録
し
、
平
成　

年
も
そ
れ

１０

に
次
い
で
い
ま
す
。
特
に
、
殺
人
、
強

盗
殺
人
、
傷
害
致
死
な
ど
、
人
を
死
に

至
ら
し
め
る
犯
罪
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
強
盗
や
傷
害
に
つ
な
が
り
や
す

い
「
ひ
っ
た
く
り
」
の
数
も
、
最
近　
１０

年
間
の
間
に
３
・
１
倍
ま
で
増
え
て
い

ま
す
。
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明
治
５
（
１
８
７
１
）
年
８
月
、
人
民
の 
皆  
学 
を
め
ざ
し
て
新
政
府
は
「
学
制
」

か
い 
が
く

を
発
布
し
ま
し
た
。
村
の
指
導
者
た
ち
は
「
学
校
を
つ
く
れ
」
と
命
ぜ
ら
れ
て
も
資

金
が
な
く
、
村
民
の
多
く
は
、
学
校
の
必
要
性
を
理
解
せ
ず
、
学
校
を
つ
く
る
の
に

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
づ
く
り
に
尽
力
し
た
人
び
と
〈
明
治
前
期
〉

首
都
機
能
移
転
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

石
川
小
（
学
区
・
高
田
・
下
泉
・
双

里
・
外
槙
）
で
は
仮
校
舎
の 
華  
蔵 
寺
が

け 
そ
う

生
徒
増
の
た
め
、
明
治　

年
用
掛
溝
井

１０

幸
七
ら
が
寄
付
を
募
り
、
南
町
（
現
武

道
館
の
隣
）
敷
地
３
０
０
坪
、
建
坪　
５４

坪
の
石
川
地
方
最
初
の
独
立
校
舎
を
新

築
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
年
の
８
月
中
野
村
（
学
区
・

中
野
・
塩
沢
村
）
で
は
、
用
掛
二
瓶
市

重
郎
ほ
か
近
内
新
七
、
佐
藤
幸
三
郎
ら

が
中
野
小
の
仮
校
舎
正
福
寺
の
村
へ
の

無
償
払
い
下
げ
願
を
県
へ
提
出
し
て
い

ま
す
。
回
答
は
「
聞
き
届
け
難
く
候
」

「
た
だ
し
校
堂（
舎
）に
し
た
い
な
ら
詮

議
す
る
の
で
建
物
家
具
を
詳
細
取
調
べ

代
価
を
附
し
申
出
よ
」
で
し
た
。
こ
の

寺
で 
柄 
沢
国
一
が
教 
鞭 
を 
執 
っ
て
い
た

か
ら 

べ
ん 

と

こ
と
は
確
か
で
す
が
、
払
い
下
げ
の
件

は
不
明
で
す
。
町
内
の
ど
の
小
学
校
も

先
人
の
尽
力
に
よ
っ
て 
今
日 
が
あ
り
ま

こ
ん
に
ち

す
。

（
別
巻
ビ
ジ
ュ
ア
ル
石
川
町
の
歴
史
Ｐ

１
４
０
・
１
６
１
参
照
）

　

明
治
５
年
庄
屋
が
廃
止
さ
れ
、
村
長
、

 
伍 
長
、 
戸 
長
、

ご 

こ

 
用 よう 
掛 
と
名
称
が
次
つ
ぎ

が
か
り

変
わ
る
な
か
、
指
導
者
た
ち
は
協
議
し

て
学
区
、
仮
校
舎
、
教
員
を
決
め
、
明

治
６
年
か
ら
８
年
は 
磐  
前 
県
以
後
福

い
わ 
さ
き

島
県
の
許
可
を
得
て
村
連
合
の
小
学
校

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

政
府
か
ら
の
学
齢
児
（
お
お
よ
そ
６

歳
〜　

歳
）
一
人
当
た
り
９
厘
の
委
託

１４

料
は
村
ま
で
は
き
ま
せ
ん
。
指
導
者
た

ち
は
苦
労
し
、
村
民
か
ら
学
資
金
（
寄

付
）
を
集
め
、
明
治
６
年
早
く
も
形
見
・

石
川
・
沢
井
・
湯
郷
渡
・
中
野
小
を
開

校
さ
せ
ま
し
た
。
例
え
ば
中
谷
で
は
伍

長
藁
谷
惣
治
、
南
條
茂
平
、
角
田
倉
太

郎
、
添
田
多
四
郎
ら
が 
奔  
走 
し
、
谷
地
・

ほ
ん 
そ
う

坂
路
・
谷
沢
・
形
見
を
一
学
区
と
し
、

形
見
の
鈴
木
友
衛
門
宅
を
借
り
、
教
員

学
校
づ
く
り
の
苦
労

校
舎
新
築
と
廃
寺
払
下
げ

に
は
寺
子
屋
の
師
匠
角
田
光
之
助
を
頼

み
、「
形
見
小
学
」
を
開
校
さ
せ
ま
し
た
。

　

町
内
の
開
校
時
の
仮
校
舎
は
、
お
寺

９
軒
、
民
家
３
軒
、
不
明
２
軒
で
し
た
。

　

校
を
担
当
す
る
学
区
取
締
り
に
は
明

２０治
６
・
７
年
石
川
頼
賢
、
明
治
８
年
石

川
会
所
区
長
河
野
広
中
（
兼
務
）
明
治

９
年
に
は
門
馬
尚
経
が
な
り
、
学
校
づ

く
り
と
就
学
奨
励
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�
▼�

▼
�

▼�

▼�

▼�

▼�

平成２年�
国会等の移転に関する決議（衆参両院）�国民合意形成の状況、�

社会経済情勢の諸事情に配慮�
東京都との比較考量�

平成４年�
国会等の移転に関する法律制定�移転の決定�

国会が移転先を法律で決定�

2004年度以降新首都の建設開始�

建設から約10年後、新首都で国会開催�
（人口10万人程度、面積約2,000ha）�

新首都の成熟�
（人口60万人程度、面積約9,000ha）�

事業主体の決定、マスタープランの作成、�
環境アセスメント、地元・関係機関調整など�

平成５年～７年�
国会等移転調査会での審議�

調査対象地域の設定�

属地的調査（地域ごとの詳細調査・�
地方公共団体ヒアリング・現地調査）�

候補地の相互比較・総合評価�
移転先候補地の選定（答申）�

第１ターム�

第２ターム�

第３ターム�

平成8年12月～平成11年12月�
国会等移転審議会での審議�

▼�

▲最近見つかった県からの
　回答書（二瓶　勇家文書）



・8

町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
モ
ン

マ
ス
市
か
ら
、
市
長
ら
が
４
月　

日
〜

２０

　

日
ま
で
来
町
し
ま
し
た
。

２３
　

同
市
は
イ
ギ
リ
ス
の
首
都
ロ
ン
ド
ン

か
ら
西
約
２
０
０
�
の
場
所
に
位
置
す

る
人
口
約
８
千
人
の
農
業
の
街
で
す
。

こ
の
街
に
本
町
出
身
の
女
性
が
居
住
し

て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
姉
妹
都
市

提
携
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
来
町
し
た
の
は
、
女
性
市
長
・

ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
さ
ん
夫

妻
ら
５
名
で
、　

日
か
ら
公
共
施
設
、

２０

教
育
施
設
な
ど
を
訪
ね
ま
し
た
。
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
桜
ま
つ
り
に
参
加
す

る
な
ど
市
民
的
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
２
０
０
１
年
（
平
成　

年
）

１３

の　

世
紀
の
始
ま
り
の
記
念
に
、
姉
妹

２１
都
市
の
提
携
を
し
た
い
と
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
本
年
度
調
査
費
を
計
上

し
、
本
格
的
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
（
永
瀬
謙
助
団
長
）
の
春

の
検
閲
式
が
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
４

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１８

　

式
で
は
、
殉
職
消
防
団
員
の
霊
に
対

し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
あ
と
、
永
瀬
団
長

が
西
牧
立
博
町
長
を
点
検
者
に
委
嘱
し
、

分
団
ご
と
に
通
常
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

新
た
に
入
団
し
た　

人
を
含
む
５
２
２

５３

人
の
団
員
は
小
隊
訓
練
、
分
列
行
進
し
、

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
勤
続　

年
以
上
の
団
員

１０

　

人
に
は
団
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

３４受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

石
川
分
団
▼
矢
内
新
悟
、
大
串
雅
孝
、
星　

亨
、
加
藤
俊
昭
、

遠
藤
義
範
、
高
原
良
仁
、
細
井
重
嘉
、
山
田
英
喜
、
有
松
勝

利
、
小
豆
畑
浩
、
金
内
浩
伯
、
中
谷
分
団
▼
阿
部
光
佳
、
根

本
秀
行
、
有
賀
直
明
、
南
條
一
、
山
橋
分
団
▼
小
松
浩
二
、

矢
内
一
広
、
添
田
好
美
、
遠
藤
幸
男
、
矢
内
通
、
沢
田
分
団

▼
近
藤
広
宣
、
根
本
勝
利
、
長
谷
部
保
、
藤
沢
貴
浩
、
吉
田

新
一
、
母
畑
分
団
▼
福
田
光
雄
、
増
子
幸
一
、
桑
沢
三
男
、

福
田
昌
彦
、
塩
田
平
一
、
鈴
木
文
晴
、
野
木
沢
分
団
▼
大
越

久
志
、
草
野
正
光
、
曲
山
博
文

花名＝カラー花名＝カラー

消
防
団　

春
の
検
閲
式

イ
ギ
リ
ス
・
モ
ン
マ
ス
市
長
ら
来
町
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桜
ま
つ
り
が
４
月　

日
に
あ
さ
ひ
公

２２

園
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
勢
の

人
出
で
賑
わ
い
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

桜
ま
つ
り
は
商
工
会
、
観
光
物
産
協

会
な
ど
の
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
た
実

行
委
員
会
（
須
藤
仁
実
行
委
員
長
）
の

主
催
。
あ
さ
ひ
公
園
前
の
河
畔
に
設
置

さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
に
、
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
雨
も
上
が
り
、
絶
好
の
花
見

日
よ
り
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
菊
池
章

夫
さ
ん
の
ケ
イ
カ
イ
な
司
会
で
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
マ
ス
つ
か
み
大
会
、
芸
能

発
表
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
め
て
お
み
こ
し
が
登
場
。

当
番
区
の
古
町
、
当
町
、
松
木
下
、
猫

啼
の
４
区
の
若
衆
が
、
威
勢
の
い
い
掛

け
声
の
か
つ
ぎ
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
芝
居
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
夕

べ
が
４
月　

日
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー

２５

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
の
主
催
に
よ
る
、「　

世
紀

２０

を
生
き
た
女
た
ち
」
の
公
演
に
は
、
女

性
を
中
心
に
約
２
５
０
人
が
入
場
。

　

全
国
的
に
公
演
し
て
い
る
白
川
せ
つ

子
の
ひ
と
り
芝
居
は
、　

世
紀
は
じ
め
、

２０

１
９
０
９
年
生
糸
産
業
世
界
一
の
陰
で
、

　

、　

歳
の
糸
ひ
き
女
工
の
厳
し
い
労

１２

１３

働
を
語
る「
野
麦
峠
を
越
え
て
」。
そ
の

女
工
の
生
き
様
の
哀
し
い
現
実
の
物
語

は
、
現
代
に
教
え
る
も
の
が
多
く
、
涙

を
流
し
な
が
ら
感
動
に
ひ
た
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
中
川
美
保
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

の
演
奏
は
、
春
の
う
た
メ
ド
レ
ー
な
ど

静
か
に
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

直
播
栽
培
に
よ
る
稲
作
の
種
ま
き
が
、

４
月　

日
か
ら
３
日
間
、沢
田
新
屋
敷
・

２５

塩
沢
地
区
（
中
村
幹
雄
さ
ん
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
屋
敷
直
播
組
合（
郷
三
記
雄
会
長
）

が
中
心
に
な
り
導
入
し
２
年
目
。
昨
年

の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
量
が
平
年
並
み

と
、
直
播
栽
培
の
実
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
塩
沢
地
区
で
も
１
�
ト
ラ
イ

す
る
な
ど
、　

・
２
�
の
水
田
に
専
用

１３

機
に
よ
る
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

農
業
団
体
な
ど
を
中
心
に
直
播
栽
培

普
及
の
推
進
を
し
て
４
年
を
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
県
全
体
で
の
導
入
面
積
は

平
成　

年
度
で
７
６
６
�
と
全
国
で
も

１１

ト
ッ
プ
の
普
及
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

直
播
栽
培
に
よ
り
従
来
の
育
苗
作
業

が
な
く
な
り
生
産
費
の
低
減
、
労
働
時

間
の
短
縮
を
実
現
し
、
経
営
規
模
の
拡

大
な
ど
が
図
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

桜
花
爛
漫
の
中　

桜
ま
つ
り

稲
作
の
直
播
栽
培
は
沢
田
新
屋
敷
・
塩
沢
で　

・
２　

１３

ha ひ
と
り
芝
居
と
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
夕
べ
に
２
５
０
人
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
石
川
地
区
環
境
整
備
協
同
組

合
の
事
務
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

★ 
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

趣
味
は
浅
く
広
く
あ
り
ま
す
が
、
最

近
は
忙
し
く
情
熱
を
傾
け
る
も
の
が
あ

り
ま
せ
ん
。
永
年
習
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ

を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★ 
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
欧
州
一
周
、

幸
せ
な
結
婚
、
宝
く
じ
が
当
た
ら
な
い

か
な
、
新
車
が
欲
し
い
と
か
…
。
実
現

す
る
た
め
に
も
、
心
身
と
も
に
健
康
で

小
川
紀
理
子
さ
ん（　

歳
）●
南
町　

２２

７３

あ
り
た
い
で
す
。

★ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

高
田
桜
は
見
事
で
美
し
く
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
テ
キ
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
対
照
的
に
、
道
ば
た

の
ゴ
ミ
や
空
き
缶
が
目
立
つ
の
で
、
ゴ

ミ
対
策
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 
最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

頭
の
良
い
、
素
敵
な
人
。

次
回
は
小
川
さ
ん
の
紹
介
で

曲
山
勝
則
さ
ん
で
す
。

南山形字中ﾉ沢�

十文字　ヌビア　エサベルさん�

コロンビア�

コ
ロ
ン
ビ
ア

コ
ロ
ン
ビ
ア�

コ
ロ
ン
ビ
ア�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
南
米
・
コ
ロ
ン

ビ
ア
人
口
７
万
５
千
人
の
ジ
ャ
ノ
ス
市

で
す
。
近
く
に
は
、
川
幅
が
１
・
５
�

あ
る
メ
ッ
タ
川
が
流
れ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

ま
で
８
５
０
�
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
気
候

は
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
雨
季
と
乾

季
に
分
け
ら
れ
、
年
間
気
温
が　

度
か

２３

ら　

度
で
あ
る
た
め
、
と
て
も
過
ご
し

３０
や
す
い
所
で
す
。
石
油
、
石
炭
業
を
中

心
に
、広
い
草
原
を
生
か
し
た
畜
産
（
肉
、

乳
牛
）、
稲
作
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
バ
ナ

ナ
や
魚
の
養
殖
が
盛
ん
で
す
。
大
自
然

に
恵
ま
れ
た
人
々
は
お
お
ら
か
で
野
生

の
動
物
と
共
存
し
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成　

年
５
月
に
来
ま
し
た
。

１０

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

家
族
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
地
域
の

皆
さ
ん
も
外
国
人
と
意
識
し
な
い
で
く

れ
る
の
で
、
付
き
合
い
や
す
い
で
す
。

外
国
人
登
録
の
時
、
役
場
を
訪
れ
ま
し

た
が
親
切
に
応
対
し
て
く
れ
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
一
日
も
早
く
言
葉
を
覚
え

て
、
も
っ
と
話
が
し
た
い
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

夫
か
ら
…
母
畑
湖
畔
周
辺
の
更
な
る

整
備
で
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し

た
い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ppppppppppppppppppppp
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆ 
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が　

人
、

１０

ひ
こ
孫
が
１
人
に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆ 
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

　

力
雄
さ
ん

力
雄
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　

年
４

２４

月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
終
戦
４
年
の
頃

は
、
物
も
人
も
な
く
、
何
も
な
い
貧
困

な
時
代
で
し
た
。
先
進
機
も
な
く
ク
ワ
、

カ
マ
の
肉
体
労
働
で
、
葉
タ
バ
コ
、
養

蚕
、
畜
産
に
精
を
だ
し
ま
し
た
。
妻
の

信
頼
も
あ
り
、
今
日
ま
で
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆ 
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

力
雄
さ
ん

力
雄
さ
ん　

読
書
、
盆
栽
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
や
２
人
で
行
く
温
泉
旅
行
で
す
。

　

ハ
ナ
さ
ん

ハ
ナ
さ
ん　

友
達
と
の
お
茶
の
み
と

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

◆ 
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

教
え
て
く
だ
さ
い

　

温
泉
郷
と
世
界
に
誇
る
鉱
石
や
花
火

大
会
、
人
情
深
く
、
人
柄
が
良
い
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
高
田
桜
や
今
出
川
、

北
須
川
沿
い
の
８
分
咲
き
の
桜
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆ 
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

新
庁
舎
建
設
は
町
民
２
万
人
の
願
い

で
す
。ま
た
、和
泉
式
部
、小
和
清
水
、温

泉
郷
を
活
か
し
た
観
光
地
の
開
発
で
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

佐藤力雄さん（73歳）�
ハナさん（74歳）�

住所：曲木字新屋敷89  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

太田　 健  裕 　ちゃん
たけ ひろ

屋敷入２１０　　　　　　　　
貴紀さん・敏江さんの二男
平成９年８月１４日生まれ　

「お兄ちゃんに負けないく

らい、元気にたくましく成長

してね！」

諸岡　 大  二 郎   ちゃん
だい じ ろう

下泉１８６　　　　　　　　　
茂樹さん・則子さんの二男
平成９年９月２９日生まれ　

「大ちゃんがいるだけで、家

族に笑いが絶えません。元気

で大らかに育ってね！」



・12

コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

案
内

郵
政
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

石
川
地
方
及
び
岩
瀬
地
方
農

業
共
済
組
合
が
平
成　

年
４
月

１２

１
日
で
合
併
と
な
り
、
石
川
地
方

農
業
共
済
組
合
よ
り
推
薦
さ
れ

選
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
塩
田
忠

福
委
員
（
湯
郷
渡
字
銭
神
）
が
、

平
成　

年
３
月　

日
を
も
ち
ま

１２

３１

し
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
い

１２

わ
せ
石
川
農
業
共
済
組
合
よ
り

近
藤
丈
寿
氏
（
沢
井
字
根
宿
）
が

推
薦
さ
れ
農
業
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
に

近
藤
丈
寿
さ
ん
を
選
任

　

６
月
１
日
〜　

日
ま
で
は
「
電
波
利

１０

用
保
護
旬
間
」
で
す
。

　

よ
り
よ
い
電
波
環
境
が
豊
か
な
情
報

社
会
を
さ
さ
え
ま
す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
、
ル

ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

郵
政
省
東
北
電
気
通
信
管
理
局

　

監
視
課

　

�
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
４
１

平
成　

年
度
上
半
期
可
搬
消
防

12ポ
ン
プ
等
資
格
者
講
習
会

■
平
成　

年
度
上
半
期
可
搬
消
防
ポ
ン

１２

プ
等
整
備
資
格
者
講
習
会

●
実
施
地
（
定
員
）

　

東
京
都
（
２
５
０
人
）

●
実
施
月
日

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中
学
生
が
対
象
で
す

ご
相
談
・
申
込
み
は
、

お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
支
所
へ

●
貸
付
対
象
者

　

貸
付
け
の
対
象
は
、
０
歳
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ま
本
人
（
注
）

●
貸
付
申
込
者
〔
法
定
代
理
人
〕

　

そ
の
お
子
さ
ま
を
、
扶
養
し
て
い
る

保
護
者
（
注
）

●
貸
付
金
額

　

は
じ
め
に
一
時
金
…　

万
５
千
円

１５

　

貸
付
期
間
中
、
毎
月
…
２
万
円

　

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
…

４
万
４
千
円

●
貸
付
期
間

　

貸
付
け
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校

卒
業
の
月
ま
で

●
送
金
方
法

　

ご
指
定
の
銀
行
・
郵
便
局
を
通
じ
て
、

定
期
送
金
月
（
１
･
４
・
７
・　

月
）

１０

に
、
３
ヵ
月
分
ま
と
め
て
送
金
し
ま
す
。

一
時
金
は
、
第
１
回
目
に
送
金
し
ま
す
。

●
利　
　

子

　

無
利
子
で
す
。

●
返
還
方
法

　

割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
か
ら

選
択
）
に
よ
る
む
り
の
な
い
、　

年
以

２０

内
の
均
等
払
い
で
す
。

●
返
還
時
期

　

中
学
校
卒
業
後
、
高
校
・
大
学
等
に

進
学
さ
れ
た
場
合
、
在
学
期
間
は
、
返

還
を
猶
予
で
き
ま
す
。
高
校
・
大
学
等

の
卒
業
後
、
６
ヵ
月
据
え
置
い
て
か
ら
、

返
還
を
始
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
注
）
ご
利
用
で
き
る
方

　

自
動
車
事
故
の
た
め
（
含
、
加
害
事

故
、
自
損
事
故
）

�
保
護
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
児
童

�
保
護
者
が
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら

れ
た
児
童

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

ふ
く
し
ま
支
所

　

�
０
２
４
―
５
２
２
―
６
６
２
６

『うつくしま、ふくしま』県民運動では、平成１２年度最重点目標として、
●みんなで未来博をつくりあげよう、あなたもうつくしま未来クラブ員。
・ 参加プログラムを企画しよう。
・ 参加プログラムに参加しよう。
・ 未来博覧で２１世紀のライフスタイルを考えよう。
・ 未来博を地域づくりに生かそう。
●花いっぱいのまちづくりを進めよう。
・ 来訪者を温かく迎えましょう。
・ 空き缶やゴミのないまちをつくりましょう。
・ 河川や身近な公共施設を美しくしましょう。
・ 家庭や職場で植栽運動を進めましょう。
●地球温暖化防止のためのエコライフ４つの心がけを実践しましょう。
●身近なところからボランティアを始めよう。
の４つを掲げ、県民に広く参加を呼びかけています。
特に、地球温暖化防止のためのエコライフ４つの心がけについては、
①こまめにスイッチオフを実行しましょう。
②アイドリング・ストップ運動を進めましょう。
③ゴミの分別収集とリサイクルを進めましょう。
④環境にやさしい買物に努めましょう。
　（マイバック運動の推進、過剰包装お断り）
の４つの実践を推進するものです。
私たち一人ひとりの行動が、「美しいふくしま」の創造につながります。
県民の皆様の積極的な取り組みをお願いします。
●お問い合わせ先
　県庁県生活課県民文化係　℡０２４―５２１―７１８０

みんなで参加しよう !!
県民運動４つの目標、４つの心がけ

近藤　丈寿
沢井字根宿１９３

育
成
資
金
貸
付
け
の
案
内

平成１２年度ふくしま駅伝
石川町チーム出場選手募集

　第１２回ふくしま駅伝が、次により開催されます。昨
年の大会では、総合９位、町の部３位と健闘しました。
　今年の大会にも、町民の皆さんの力を結集して参加
していきますので、ゼッケン３０番をつけて走る出場者
を募集します。
●大会期日
　平成１２年１１月１９日（日）
●参加資格
　①平成１２年９月１日現在、町に居住及び居住を予定
　　している中学生以上の男女
　②他県及び他市町村在住者であっても、町内の中学
　　生を卒業した者
●募集期間
　平成１２年６月１５日（木）まで
●お問い合わせ先
　教育委員会教育課生涯学習係
　℡２６―９１３６
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

中央公民館�
町民グラウンド�
母畑地区公民館前河川�
クリスタルパーク石川�
総合体育館�
山橋地区公民館�
共同福祉施設ホール�
町民グラウンド�
沢田小学校グラウンド�
町民グラウンド�
沢田地区公民館�
中央公民館�
沢田地区公民館�
町民グラウンド�
町民グラウンド�
クリスタルパーク石川�

絵手紙教室（開講式）�
県総体野球競技県南大会�
母畑地区青少協マスつかみ大会�
母畑地区スポーツ大会�
中体連バスケットボール県南大会�
山橋婦人・高齢者学級（合同開講式）�
少年の主張大会�
県総体ソフトボール競技県南大会�
沢田地区スポーツ祭�
深谷杯ゲートボール大会�
コンピューター教室（開講式）�
楽しい子育て、親育ち教室（開講式）�
押し花教室（開講式）�
高原杯野球大会�
国体記念ソフトボール大会�
山形区スポーツ大会�
�

6/2�
6/3～4�
6/10�
6/11�
6/13～14�
6/14�
6/17�
6/17～18�
6/18�
6/20�
6/21�
6/20�
6/30�
7/2�
7/9

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

�
相
談
日　

６
月　

日
（
木
）

２２

�
場　

所　

役
場
宿
直
室

�
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
２
６
―
２
１
１
４

�
相
談
日　

６
月
７
日
（
水
）、　

日
１６

（
金
）、　

日
（
火
）

２７

�
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

●
募
金
方
法

　

募
金
は
銀
行
振
込
・
現
金
書
留
・
郵

便
小
為
替
等
（
振
込
手
数
料
等
・
郵
便

料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
）

◆
振
込
先

　

�
福
島
県
交
通
遺
児
奨
学
基
金
協
会

　

理
事
長　

川
手　

晃

　

口
座
番
号　

東
邦
銀
行
県
庁
支
店

　

５
８
３
５
７
２

◆
郵
送
先　

基
金
協
会
事
務
局

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
福
島
県
交
通
遺
児
奨
学
基
金
協
会

事
務
局

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
５
９

　

県
で
は
、
年
齢
を
越
え
て
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
い
る
個
人
（
団
体
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
身
近
に
ふ
さ
わ
し
い

方
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。（
自
薦
・
他
薦
は
不
問
）

●
対　
　

象

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

６５

主
に
そ
れ
ら
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い

る
団
体

（
例
）

◆
美
術
・
工
芸
、
音
楽
・
芸
能
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
自
然
・
健
康
、
カ
ル
チ
ャ

ー●
募
集
期
間

　

平
成　

年
６
月　

日
�
ま
で

１２

３０

●
表　
　

彰

　

◆
い
き
い
き
長
寿
県
民
賞（
知
事
賞
）

　
　

６
人
（
団
体
）
以
内

　

◆
い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞（
理
事
長
賞
）

　
　
　

人
（
団
体
）
以
内

１０

★
い
ず
れ
も
賞
状
と
副
賞
を
授
与

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
福
島
県
長
寿
社
会
推
進
機
構

　

�
０
２
４
―
５
２
４
―
２
２
２
５

　

保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

�
２
６
―
９
１
２
４

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

募
集

　

本
協
会
で
は
、
交
通
遺
児
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
毎
年
、
奨
学
金
を
支

給
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
奨
学
金
の
支
給
、
図
書
券
の
交
付
事

業
等
）

　

平
成　

年
９
月
４
・
５
日

１２

●
講
習
会
場

　

損
保
会
館

　

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
２
―
９

●
申
請
期
間
（
申
請
方
法
）

　

平
成　

年
８
月
１
日
〜　

日

１２

１５

　
（
持
参
又
は
郵
送
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
東
京
防
災
指
導
協
会

　

�
０
３
―
５
２
９
５
―
３
０
８
０

■
平
成　

年
度
上
半
期
可
搬
消
防
ポ
ン

１２

プ
等
資
格
者
特
例
講
習
会

●
実
施
地
（
定
員
）

　

東
京
都
（
２
５
０
人
）

●
実
施
月
日

　

平
成　

年
７
月
９
日

１２

●
講
習
会
場

　

第
二
電
波
ビ
ル

　

千
代
田
区
外
神
田
２
―
１
４
―
１
０

●
申
請
期
間
（
申
請
方
法
）

　

平
成　

年
６
月
５
日
〜　

日

１２

２０

　
（
持
参
又
は
郵
送
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
東
京
防
災
指
導
協
会

　

�
０
３
―
５
２
９
５
―
３
０
８
０

い
き
い
き
長
寿
県
民
賞
・

い
き
い
き
ラ
イ
フ
賞

募
集
の
お
知
ら
せ

相
談

交
通
遺
児
奨
学
基
金

協
会
か
ら
の
お
願
い
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�

ＩNFＯMＡTＩＯN

　

害
虫
に
よ
り
被
害
を
受
け
や
す
い
衣

料
は
毛
製
品
で
す
が
、
ほ
か
の
繊
維
で

も
食
べ
物
な
ど
の
汚
れ
が
付
着
し
て
い

る
と
被
害
を
受
け
ま
す
。
夏
期
の
気
温

が
特
に
高
い
年
に
は
害
虫
の
活
動
が
活

発
に
な
り
、
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
暖
房
が
普
及
し
た
現
在
で
は
、

一
年
中
、
害
虫
に
対
す
る
注
意
が
必
要

で
す
。

●
衣
料
の
害
虫

　

イ
ガ
、
コ
イ
ガ
、
モ
ウ
セ
ン
ガ
、
ヒ

メ
マ
ル
カ
ツ
オ
ブ
シ
ム
シ
、
ヒ
メ
カ
ツ

オ
ブ
シ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
の
幼
虫
期

（
一
年
中
）
に
毛
製
品
を
食
害
し
ま
す
。

成
虫
が
活
動
し
て
い
る
５
月
〜　

月
は

１０

卵
を
産
み
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
衣
料

を
出
し
た
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
避
け
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
気
温
も
湿
度

も
高
い
の
で
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

●
防
虫
剤
の
種
類

　

衣
料
用
防
虫
剤
に
は
、
樟
脳
、
ナ
フ

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

子どもの立場になって�
　

今
は
お
母
さ
ん
も
仕
事
を
も
っ
て
ど

ん
ど
ん
外
に
で
る
時
代
で
す
。
保
育
所

や
育
児
休
業
制
度
な
ど
、
社
会
が
ど
う

応
援
す
る
か
、
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
家
庭
で
育
児
を

中
心
に
生
活
す
る
お
母
さ
ん
も
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
子
育
て
が
あ
っ
て
よ
い
わ

け
で
す
が
、
ち
い
さ
な
子
ど
も
は
自
分

か
ら
こ
う
し
た
い
と
い
え
な
い
の
で
、

よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
は
、
大
人
の
責

任
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
早
い
う

ち
か
ら
、
人
に
頼
ん
で
の
育
児
で
あ
っ

て
も
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
最
善

か
」
を
考
え
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
う

ま
く
調
和
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

　

今
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
お
し
ゃ
れ
も

上
手
だ
し
、
楽
し
く
子
育
て
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
で
も
、
心
の
中

は
、
迷
い
や
不
安
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、

「
き
ち
ん
と
育
て
る
」
の
が
親
の
役
目

だ
か
ら
…
と
育
て
方
で
悩
ま
れ
て
い
る

お
母
さ
ん
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
育
て
よ
う
と
、『
あ
あ
し
な

さ
い
』『
こ
う
し
な
さ
い
』
と
い
う
よ
り

も
、
両
親
や
子
ど
も
を
取
り
巻
く
周
囲

の
人
が
、
育
っ
て
い
く
子
ど
も
に
、
ど

れ
だ
け
寄
り
添
い
、
ど
う
付
き
合
っ
て

い
る
か
が
大
切
で
す
。
育
つ
力
を
信
じ

て
、
育
つ
の
を
待
つ
…
大
人
は
よ
い
生

活
環
境
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　５月、６月は、田んぼや畑の仕事の忙しい時期･･･
疲労が抜けずに元気のない毎日を送っていません
か。�
　青しそ、梅干、山椒など、香味野菜や香辛料の
一工夫で、旬のものを上手に取り入れて食欲をそ
そり、しっかり食べて、いつもの元気なあなたに
戻ってください。�
〈材料４人分〉�
グリーンアスパラ　1束　にんじん　　12・13本�
いりごま　　　小サジ1　砂糖　　　　　小サジ1�
みそ　　　　　大サジ1　みりん　　　　小サジ1�
〈作り方〉�
①グリーンアスパラは、根本の硬い部分を切り塩
を一つまみ入れた熱湯でゆで、流水でさまし、斜
め切りにする。�
② にんじんは千切りにし、ゆでておく。�
③すりごまに砂糖、みそ、みりんを合わせ、ひと
煮たちさせ、①と②をあえる。�
※グリーンアスパラは食物繊維も豊富で、ビタミ
ン、ミネラルも多く含まれ、成人病予防、疲労回
復効果もあります。�

タ
リ
ン
、
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
と

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
ピ
レ
ス

ロ
イ
ド
系
は
「
ニ
オ
イ
が
し
な
い
防
虫

剤
」
と
し
て
各
社
か
ら
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
は
防
虫
菊
か
ら

抽
出
し
た
殺
虫
成
分
を
改
良
し
た
化
合

物
で
蚊
取
り
製
品
と
同
じ
属
で
す
。

●
上
手
な
使
用
法

　

ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
の
防
虫
剤
は
無
臭

な
の
で
、
に
お
い
で
有
効
期
限
の
判
断

が
で
き
な
い
た
め
色
や
文
字
に
よ
る
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
（
目
印
）
が
付
い
て
お
り
、

６
ヵ
月
が
お
お
よ
そ
の
目
安
で
す
。
ほ

か
の
防
虫
剤
と
異
な
り
防
虫
剤
の
併
用

は
で
き
ま
す
が
、
銅
を
含
む
製
品
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。
致
死
量
は
少
量
な

の
で
過
剰
使
用
は
避
け
、
蒸
散
に
よ
っ

て
効
果
が
出
る
の
で
衣
料
を
詰
め
込
み

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

防
虫
剤
の
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い
の
で
、

衣
料
の
上
に
置
く
ほ
う
が
効
果
的
で
す
。

衣
料
の
害
虫
と

防
虫
剤
の
使
い
方

▲５月８日にいわき石川青年会議所による交通安全教室
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戸
籍
の
窓
口�

４
月
１
日
か
ら
４
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

30

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

熊
倉　

慶
汰
（
健
一
郎
・
範　

子
）
中　

野

遠
藤　

駿
太
（
良　

和
・
さ
お
り
）
古　

舘

矢
内　

優
花
（
和　

志
・
早　

苗
）
南
山
形

野
内　

千
裕
（
美
佐
夫
・
祥　

子
）

大
字
新
屋
敷

矢
内　

理
江
（
定　

治
・
美
佐
江
）
板　

橋

相
樂　

冴
香
（
弘　

幸
・
智
恵
子
）
双　

里

溝
井　

健
瑠
（
秀　

之
・
靖　

恵
）
下　

泉

永
沼
美
智
子
（　
一　

・
清　

子
）
山　

形

岩
谷　

脩
平
（
三
郎
・
節
子
）
矢
ノ
目
田

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

保だより�保 険 税 の 決 め 方 �
保険税は世帯ごとに納めます�

　国保の保険税は一世帯ごとに納めます。町から納税通知書が�
世帯主あてに送られてきましたら期日内に納めてください。�

◆保険税は資格が発生した日から◆�
　半年前に会社をやめましたが、国保へ加入する届け出を忘れていました。�
今日届けをした場合、保険税は今月分から納めればいいのですか？�

　いいえ。加入の届け出が遅れても、会社をやめた日の翌日から国保加入者としての�
資格が発生しています。ですから保険税も加入の資格が発生した時点にさかのぼって�
納めることになります。忘れずに届け出ましょう。�

世帯ごとの負担が公平になるしくみ�

　その年に予
測される医療
費から国など
の補助金や病
院で支払う一
部負担金を差
し引いたもの
が、わたした
ちが支払う保
険税の総額で
す。�

国などの�
補助金�

保険税�

その年に予測される医療費�

病院で支払う�
一部負担金�

一世帯の保険額�

1 2

3 4

平等割�

一世帯にいくらと計算します�

均等割�

世帯の加入者数に応じて計算します�

所得割�

世帯の収入に応じて計算します�

資産割�

世帯の資産に応じて計算します�

保
険
税
の
額
は
、

保
険
税
の
額
は
、各
市
区
町
村
ご
と
に

各
市
区
町
村
ご
と
に�

次
の
計
算
式
を
組
み
合
わ
せ
て
決
め
ま
す
。

次
の
計
算
式
を
組
み
合
わ
せ
て
決
め
ま
す
。�

保
険
税
の
額
は
、各
市
区
町
村
ご
と
に�

次
の
計
算
式
を
組
み
合
わ
せ
て
決
め
ま
す
。�

例）12年1月に国保へ加入する資格が発生して、届け出を12年7月に行った場合、�
　　12年1月までさかのぼって保険税を納めることになります。�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金（
６
月
分
）
�

固
定
資
産
税（
１
期
分
）�

※
６
月
２６
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

　快晴、桜咲く日の石川中
学校前には、おばあちゃん
たちが、気持ちよく散歩を
していました。

〔〔〔〔〔

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

溝　

井　

宏　

夫　
　
　
　
　

下　

泉

二　

瓶　

特　

子　
　
　
　
　

中　

野

大　

串　

チ　

ヨ　
　
　
　
　

北　

山

郷　
　
　

マ
サ
ヱ　
　
　
　
　

沢　

井

宮　

川　

勝　

吉　
　
　
　
　

境
ノ
内

　
　

木　
　
　

夫　
　
　
　
　

猫　

啼

迎　
　
　
　
　

雄　
　
　
　
　

立
ヶ
岡

小　

湊　

ト　

モ　
　
　
　
　

塩
ノ
平

佐　

藤　

豊　

野　
　
　
　
　

中　

野

木　

戸　

ウ　

メ　
　
　
　
　

母　

畑

江　

尻　

良　

子　
　
　
　
　

赤　

羽

小
豆
畑　

雅　

和　
　
　
　
　

沢　

井

大　

竹　

秀　

幸　
　
　
　
　

南　

町

青　

柳　

ウ　

メ　
　
　

大
字
新
屋
敷

笠　

間　

義　

安　
　
　
　
　

中　

野

佐　

藤　

ナ　

カ　
　
　
　
　

曲　

木

小　

林　

フ　

ヨ　
　
　
　
　

沢　

井

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

大　

串　
　

隆　
　
　
　
　

北　

山

　

白　

旗　

美
沙
子　
　
　
　

玉
川
村

　

吉　

田　
　

隆　
　
　

大
字
新
屋
敷

　

高　

村　

佳　

子　
　
　
　

中
島
村

　

佐　

藤　

金　

光　
　

大
字
新
屋
敷

　

鈴　

木　

幸　

子　
　
　
　

沢　

井

　

圓　

谷　

広　

幸　
　
　
　

塩
ノ
平

　

永　

沼　

弘　

美　
　
　
　

山　

形

　

関　

口　

定　

幸　
　
　
　

中　

野

　

小　

針　

一　

枝　
　
　
　

中
島
村

　

安　

島　

之　

治　
　
　
　

屋
敷
入

　

橋　

本　

美　

枝　
　
　
　

三
春
町

　

熊　

田　

勝　

巳　
　
　
　

湯
郷
渡

　

飛　

澤　

幸　

子　
　
　
　

鏡
石
町

〔

藤�重�

荒�
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町の人口�
住民基本台帳�
（5月1日現在）�

19,917人（　10）�

9,712人（　15）�

10,205人（　5）�

5,549戸（　16）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

　

町
政
懇
談
会
が
４
月
下
旬
に
各
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。輝
か
し
い　

世
紀

21

を
見
据
え
た
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定

の
た
め
、町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
拝

聴
す
る
機
会
で
し
た
が
、身
近
な
意
見

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、４
月
の

移
動
で
人
口
が
２
万
人
を
割
る（
住
民

基
本
台
帳
）現
状
で
、少
子
化
等
と
あ
わ

せ
人
口
減
に
歯
止
め
を
か
け
る
問
題
な

ど
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。地
方
分
権

が
施
行
さ
れ
、自
治
体
の
主
体
、特
色
が

直
に
生
か
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、町
民

の
皆
さ
ん
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ

の
プ
ラ
ン
が
活
か
さ
れ
て
い
く
時
代
に

な
り
ま
し
た
。　　
　
　
  
（
迎　

茂
城
）

うつくしま未来博�
2001年開催�

　山間の日当たりのよい草地
に生える。日本の全域に自生し、
５月～６月にかけて２、３個
の大きな紫色の花を開く。�

写真提供/関根政信さん� アヤメ（アヤメ科）�

（
６
歳
）
�

（
６
歳
）
�

　春、可憐なショウジョバカマが咲くと、
競い合うようにたくさんの花が咲き乱
れます。�
　すばらしい自然環境のなかで、１７名
の子どもたちが元気に生活しています。 　５月１４日は母の日です。「あ

りがとう」の感謝の気持ちをこ
めて、大好きなお母さんの顔を
描きました。�
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